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・飲食コーナー

　いも団子汁、そば、うどん、　

　あげいも、フレンチドック

　コロッケ、甘酒、ハンバーガー

・すべり台開放 ほか

���������
・花火大会　・ストラックアウト

・雪像コンクール表彰式

・ふとみ元風会　・ビンゴ大会 

・北海道医療大ゴスペル同好会

・当別太鼓　ほか

���������
・雪中玉入れ・子ども綱引き

・当別消防署 救助訓練展示

・スノーモービル、雪上車試乗

・子どもジャズダンス

・ワクワクお楽しみ抽選会

・もちまき ほか
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　雪像コンクールの今年のテーマ

は�����、家庭や職場、地
域で参加できます。会場で製作の

ほか、縦、横、高さの合計が3ｍ以

上の雪像ならどこで作っても応募

できます。

　雪中玉入れ大会、ストラックア

ウト、雪上車・スノーモービル試乗

などなど、参加・体験型イベントも

満載です。2月17日、18日は会場に

ＧＯ�

　イベント・会場のボランティアス

タッフ募集中！！楽しみながら参

加しませんか？

　イベント全体を通して、見て、

参加して、楽しんでもらいたい

ですが。なんといっても、冬の

花火大会は、道内の雪祭りでは

当別が最初と言われているんで
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＊詳細＊
　あそ雪の広場実行委員会
（「商工会」内・
　　�２３－２４４７）

すよ。今年は特に力を入れてい

ますので、ゼッタイに会場で見

て欲しいですね。

　雪像コンクール、玉入れ、ス

トラックアウトなど、参加して

楽しい催しのほかにも、17日の

ビンゴ大会、１８日のワクワクお

楽しみ抽選会では豪華賞品が当

たるチャンスがあり、お楽しみ

が盛りだくさんです。

　毎年大好評のふるまいコー

ナーでは、おいしいホットチョ

コや寒い体が暖まる食べ物など

の無料提供も行ないます。

　ぜひみなさん家族、友人で誘

い合って会場に足を運んでくだ

さいね。
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　町が実施している事業を庁内の政策評価本部会議な

どで点検・評価を行い、その結果を住民の皆さんにお

知らせします。結果は、次年度以降の予算編成や事務

の効率化など町政のあらゆる分野に反映させます。

　今年度からは、評価の客観性・透明性を高め、より

充実した評価制度にするため、外部評価制度を導入し

町民8名の委員で構成する政策評価委員会を設置しま

した。政策評価委員会では、町民の視点から評価する

ことを心がけています。
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町政全般を網羅する評価

予算に計上されている
事務事業を対象
新規事業として予定し
ている事務事業を対象
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特定の分野について基本評価を
補完する評価

　平成18年度は、基本評価では、事務事業評価（中間

評価、事前評価）を実施し、分野別評価では、関与団

体点検評価を実施しました。
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　政策評価を実施することで、3つの目的を実現して

いきます。

①住民の皆さんに対して行政の説明責任を果たす。

②効率的で質の高い行政を実現する。

③住民の視点に立った成果重視の行政への転換を図る。
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（実施を検討中）

（平成18年度実施）

江口　正尊���

石谷　捷二����

久保　義雄��

八木　和香美

安部　慎

山下　義則

金子　景次郎

宮中　由香里
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　平成17年度において、町の補助金等（補助金・負担

金・交付金）の総額が団体の歳出規模の50％以上を占

める18団体への評価を実施しました。

　町の関与を廃止すると評価した団体はありません

が、10団体で補助率や町が事務局を担っている団体の

自主的運営を検討する必要があると評価しました。

団体数方向性

8
引き続き団体の効率的運営や効果的な活用
を図りながら町の関与を継続する

10団体に対する町の関与のあり方を検討する

0団体に対する町の関与を廃止する

　平成18年度予算に計上されている事務事業377件に

ついて評価を実施しました。評価は、予算の削減を目

的とするものではありませんが、事務事業の方向性を

定め、事務の効率化や縮小・廃止など（238件・63％）

により、予算の効率的な配分が可能となり、予算の削

減につながる結果となりました。

　中でも、団体などに対する負担金・補助金は、その

大半が縮小や廃止の評価となりました。

　また、公民館の老朽化から、公民館の機能を白樺コ

ミュニティセンターに移すなど、公共施設の統合や類

似事業への転換による廃止といった抜本的な見直しと

なる評価結果となりました。

　平成19年度に新規事業として予定している29件につ

いて、事務事業を実施する必要性や緊急性の観点から

事前に評価を実施しました。

　施設老朽化への対応と幼保一元化を視野に入れた東

保育所建替建設事業、小学校図書の充実を図るための

図書室システム整備事業を含む11事業は、実施を先送

りする評価結果となりました。

������������ 事務事業数総合判定

6実施見込み事業

12検討して実施見込み事業

11見送り事業

�����������	
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平成18年度予算額　756千円
　町の活性化や人口増加を目指

して、当別移住促進協議会が中心

となり、道内や道外の団塊世代の

退職者などを対象として当別町

への移住促進に取り組んでいる

事業です。

　民間と行政が協働で移住促進

のＰＲ、お試し暮らし、定住支援を実施しています。
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���　来年度予算で10％以上ま

　たは100万円以上の増を伴う事

　務事業

���　来年度予算で10％以上ま

　たは100万円以上の減を伴う事

　務事業

���　類似の事業に統合し、廃

　止するもの

���　隔年度での実施など、事

　業を休止するもの

���　見直しの結果、期間満了

　前または期間未定のものを廃止

　するもの
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　姉妹都市であるスウェーデンレクサンド市との姉

妹都市20周年を記念し、夏至祭を中心に記念イベント

を開催します。

��������	
���
�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

���
� �����

�������



��������	�

方向性事務事業名

縮　　小当別・レクサンド都市交流協会補助金

縮　　小当別・レクサンド都市交流協会負担金

現状維持当別移住促進事業

拡　　大ごみ減量化事業

現状維持当別町社会福祉協議会補助金

現状維持常設保育所

統　　合農村環境改善センター運営事業

縮　　小公民館管理事業

現状維持除排雪事業

現状維持スクールバス運営事業

��������	
��

　今年度は、町民の視点から町行政を評価するため、

町民の方々を構成員とする政策評価委員会を設置し、

事務事業10件の評価を実施しました。

　各委員からは、ごみ減量化事業に対して「リサイク

ルなどの循環型の社会を積極的に目指す取り組みを願

う」といった意見や、スクールバス事業に対して「児

童が集合できる停留所的なところを設置し、路線を固

定化するなど現在の運行形態を見直す検討を願う」な

ど、事業の方法などに対して様々な意見が出されまし

た。

��������

　今年度の政策評価は、政策評価委員会による外部評

価制度を導入したほか、評価結果を予算へ確実に反映

させることを念頭に実施しました。

　町の厳しい財政状況を考慮して事務内容を細かく検

証した結果、事務事業の見直し効果を高めることがで

きました。

　各事務事業の評価結果など、政策評価の詳しい内容

は、町のホームページに掲載しています。

　政策評価に対するご意見をお寄せください。

�������　

　企画課企画調整係（�23－2393/�25－5555/

　ホームページhttp://www.town.tobetsu.hokkaido.jp）

���������は、昨
年4月から運行を始め、「最適な運

行」を模索するために路線・運行

時間を2回見直しました。

　今年度の実績を踏まえ、平成19

年度は路線・運行時刻の見直しを

行い、当別町にあったバス運行を

目指します。

　このバスは「多目的に運行され

ていたバスを一元化」した、全国的

にも例が無い事業として各方面か

ら注目されてきました。

　しかし、利用者が少なく、限度

を超えた負債を抱えた時は「廃止」

という選択をせざるを得ない可能

性もあるのです。

　バスはこれからの高齢化や環境
������
������������������
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4月から、　�����が

�����に変わります

　コミュニティバスをもっと身近に感

じてもらい、利用頻度が少ない方にも

バス運行を「応援」してもらえたら・・

との願いを込めて、定期券の名称を

「応援券」として発売します。

　利用方法などは従来の定期券と変わ

りません。

　発売方法や料金についての詳細は決

定次第お知らせします。

問題を考えたときになくてはなら

ない「わが町の足」です。皆様の

応援でバスの運行を継続させま

しょう。
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��の暮らしを快適にして、住み

よいまちづくりのためには、皆さん

の一層の協力が必要です。
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　以上のことを再確認して、冬を
快適に乗り越えましょう

　現在、町では豪雪時の排雪対応
が困難な状況にあります。
　そのため、冬期間、安全に通
行できる道路の確保を目標に、
排雪を行なっている地域の町内
会から、幹線道路を除く生活道
路の3回目の排雪をする際の経
費負担を頂くことをお願いして
参りました。
　町で設計している基準降雪量

の������を超えた積雪の

際、������������の
負担を頂き、3回目の生活道路の
排雪を実施します。

　是非、皆様のご理解とご協力をお

願いします。　
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　近年では、限られた予算の中で

行政と町民が一体となって除排雪

対策を進める自治体が増えていま

す。当別町でも、除排雪に対する

予算を効果的に使い、効率的に作

業ができるようにと平成18年2月

16日に雪対策町民協議会が立ち上

げられました。

　現在は、行政推進員など、14名

の委員で組織され、限られた予算

の中でどのように除排雪体制を整

備するか話し合いを重ねられてい

ます。
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　今回の協議会では、3回目の排

雪時にかかる町内会での対応を協

議し、右記の事項を確認されまし

た。
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　昨年は、サッカー少年団などがボ
ランティアで団地に住む高齢者宅の
除雪に協力しました。
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　町、町議会など町内８団体の主催による、新春町民の

集いが開催されました。

　主催者を代表して泉�町長より「当別町を取り巻く

環境は厳しいが、町民の皆さんの協力で当別町を住み

やすい、美しいまちにすることができる」と挨拶があ

り、各団体長や年男、年女の代表らによる鏡開きが行

なわれ、日本青年会議所全国会員大会アワードジャパ

ン2006でグランプリに輝いた当別青年会議所のほか、

叙勲者、農業者ら平成１７年に功績のあった町内の個人

や団体の紹介も行なわれました。

　会場となった総合体育館には、約700名の町民が参加

して年頭を祝いました。

　町総合体育館で今年の新成人を祝う第59回成人式が

開催されました。

　式では、新成人代表の坂本 圭さんと袴田美穂さんが

「日本や世界に目を向け、希望を持ちながら 自分の生

き方をしっかりと見つめて行きたい」と誓いの言葉を

述べました。

　式典は参加者自らによる実行委員会の企画で進行し

て、中学校卒業時の担任の先生からのお祝いメッセー

ジの朗読や、記念撮影などが行なわれました。

　今年の当別町内の対象者は266名で、うち188名が出

席し、晴れ着やスーツに身を包んだ参加者からは、懇

親パーティーの席で旧友との再会を懐かしむ声も聴か

れました。
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（1月7日）��������
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�������� （1月4日）

�������

��������	
��������	
�����������



�������� �

　商店街活性化センター「あえ～る」を会場に、当別

ポイントカード会によるアウルカード利用者の抽選会

が行なわれ、５千円札から１００円硬貨までの現金つかみ

どりを狙い、買い物客がガラポンを廻して挑戦しまし

た。中には、夫婦や親子そろって現金つ

かみ取りが当たる幸運の持ち主もお

り、「今年はいいことがありそう」と

の喜びの声がありました。

　抽選会場ではいも団子のおしる

この無料サービスもあり、多くの来

場者で賑わいました。

　石狩北部地区消防事務組合による当別消防出初式が

総合体育館を会場に、当別消防署員、消防団員、防火ク

ラブなど関係者約250名が参加して開催されました。

　泉�町長からは「地方自治体を取り巻く財政状況が

厳しくなっている現在、消防団員が大きな役割を果た

すことが期待される」と式辞がありました。

　また、日頃から町で防火、消防に携わる方の功績が

称えられての消防庁長官表彰の受賞報告、北海道知事

賞、北海道消防協会長賞などの伝達も併せて行なわれ

ました。
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��������

������������ （1月6日）
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������ （1月2～3日）

　当別移住促進協議会が主催して、北海道外から当別

への移住者や移住を考えている人を対象とした「とう

べつ冬の生活フォーラム」が町保健福祉センター「ゆ

とろ」を会場に開催され、約30名の出席がありました。

　当別で楽しく冬を過ごしてもらおうと、冬道の歩き

方や自動車の運転のアドバイス、雪かき時に使う便利

な道具を実際に紹介しました。

　参加された方からは「教わった方法で、実際に雪かき

をしてみたい」「雪と親しみたい」など北国では面倒な

仕事を逆手にとって、冬を楽しもうとする声も聴かれ

ました。

���������	

��������	 （1月21日）
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　学校で国際理解教育を図るため、石狩国際交流協

会を通じロシア・中国・韓国・台湾から翻訳に携わ

る方や、北大への留学生ら４名が来校しました。

　母国の自然や産業、言語の話しを聞き、生徒が

「はないちもんめ」や日本で流行している音楽や

ゲームなどを教え、一緒に楽しみました。さらに、

ボルシチ、餃子など各国の代表的な料理を一緒に作

り、給食時間に美味しくいただきました。

　日本語を理解できる方との交流のため、生徒から

はいろいろな質問が出され、相手の国を知り、日本

を理解してもらうことが出来、交流を深める大変意

義のあるものでした。
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　普段、聞くことの少ない和楽器の紹介がありまし
たので、 新都山流 の

しんとざんりゅう

 遊座芳山 氏と
ゆうざ　ほうざん

 創明 音楽会の
そうめ い

 遊佐加津代 氏による、日本の伝統の尺八と琴で「春
ゆ さ 　 か つ よ

の海」などの演奏を聴きました。
　また演奏に合わせてアニメの主題歌などを一緒
に合唱したり、普段目にしたり触れたりする機会の
ない尺八や琴の演法を実際に見ながら、材質や弦に
ついてくわしく説明を受けました。実際に尺八に
触れて、震わせ方などを習い、演奏の体験も行いま
した。
　テレビなどから流れてくる尺八や琴の音も今ま
でよりはずっと身近に感じ、日本の音楽にも興味の
幅を広げられる経験となりました。

�����������	
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　子どもたちにスポーツの素晴らしさを体感してもらう
ことを目的に、「子どもスポーツ体験教室」を小学生、中
学生を対象に「ティーボール」「ドッチビー」「ミニバレー」
等を毎月総合体育館、西当別コミュニティセンターで
行っています。ティーボールでは、最初うまく打てな
かった児童も練習を繰り返して上達し、試合形式でプ
レーを楽しみました。
　今後の教室は、２月１０日（土）、３月３日（土）に西当
別コミュニティセンター、２月１７日(土)、３月１０日(土)に
総合体育館で行います。参加希望の方は総合体育館（ �
22－3833）までお問い合わせください。

　今年度は、当別の食材を使った給食の日を1日設け、
当別産のお米、野菜、卵、豚肉を使ったメニューの給
食を提供しました。　当別産を意識してもらえるよう
献立表にも一口メモとしてPRをした結果、いつもより
残量が少なかったです。
　毎年、幼稚園の児童が給食体験をしていますが、今
年はクイズを実施し、楽しく食べてもらえるようにし
ました。
　また、給食時間が楽しくなるような献立にしよう
と、給食最終日のデザートでは2種類の中から児童生
徒が"選べる"セレクト給食を行ないました。
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　今年で36回目を迎え、大変伝統のある「新春子ども
カルタ大会」が開催され、小学生の部23チーム、中学
生の部13チームが参加し総合体育館を会場に約300名
の子供達が熱戦を繰り広げました。
　緊張感漂う中、子ども達が札を取ると会場中が歓
声に包まれていました。読み手の老人クラブ連合会
や、各地域の幅広い世代の協力の中で北海道独特の”
下の句かるた”の熱戦が繰り広げられました。
　小学生の部　優勝　スターライト子ども会Ａ
　中学生の部　優勝　スターライト子ども会Ａ
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　当別町と江別市が公害防止協定

に基づき実施した、平成18年度ダ

イオキシン類の測定結果をお知ら

せします。
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�����　介護保険による要介

　護認定申請者に対する訪問調査

　業務など

�����　介護支援専門員の資

　格を持つ60歳未満で普通自動　

車運転免許保持者

�����　1名

�����　

　4月1日～20年3月31日

�����　月～金曜の8時45分～

　17時45分のうち、週29時間以内

����　ゆとろ（西町）

�����　170,700円

�����　履歴書・住民票・介

　護支援専門員の資格を証明する

　書類・運転免許証の写し　

�����　2月23日（金）

������　介護サービス係

　（「ゆとろ」内・�23－3029）
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�����　9名（当別5名、西当

別4名）要件は特にありませんが、

保育士などの有資格者や学童保育

指導員経験者を優遇します。

�����　

　4月1日～20年3月31日

�����　平日は放課後から　

　18時、土曜、長期休業期間は8　

時30分～18時のうち23時間以　内

（日、祝日除く）　

�����　82,500円

�����　履歴書、住民票、有

資格者は、資格証明証の写し

面接試験を行います。　

�����　2月16日（金）

������　子育て推進課子ど

も係（「ゆとろ」内・�23－3024）

��������	
��
�����

�� ��

　町では、臨時職員の登録を受け
付けます。
�����　一般事務、保育士、
　雑役婦（夫）
�����　60歳未満
�����　5か月以内。（更に5
　か月以内で更新する場合があり
　ます。最長10か月）
�������　町の規定により
　支給します。
�����　8時45分から17時　
　15分まで（一般事務）
　※保育士は、開設時間により勤
　務時間が異なります。　
�����　総務課人事係に備え
　付けの登録カードに必要事項を
　記入して、写真と住民票を添付
　して提出してください。また、
　保育士の方は保育士証を併せて
　提出してください。
�����　
　2月1日（木）～28日（水）
��������　
　総務課人事係（�23－2330）
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　パブリックコメントで実施します。

��������	
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�町のホームページに掲載する

他、下記の場所で配布します。

・役場（1階住民生活課）

・公民館　・総合体育館

・ゆとろ　・太美出張所

・西当別コミュニティーセンター

���　2月1日（木）～28日（水）

������文書・ＦＡＸ・e－mail

　・配布場所に設置している投函箱へ

����　美しいまちづくり課

（�23－3073/�25－5555）

machi@town.tobetsu.hokkaido.jp

環境基準年平均測定結果調査日実施区分調査地区検査項目

0.6
0.026

0.0087/24～25当別町
川下地区

大気
（pg-TEQ/�）

0.0449/13～14江別市

0.043
0.0087/24～25当別町

太美地区
0.0789/13～14江別市

10
0.23

0.217/24当別町
川下地区

土壌
（pg-TEQ/ｇ）

0.259/13江別市

0.82
0.987/24当別町

太美地区
0.669/13江別市

100.43
0.717/24当別町八幡最終

処分場
水質
（pg-TEQ/ｇ） 0.169/15江別市

�����

①大気・土壌調査

太美地区　太美汚水処理センター

川下地区　八幡第一排水機場

②水質調査　八幡最終処分場

�����　表のとおり。全ての

　項目で基準未満でした。

���　環境対策係（�23－2503）

【単位：ピコグラム（1兆分の1ｇ）】
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　町内在住の画家で、町内で絵画

教室の講師を務める佐藤久美子さ

んが江別市で個展を開催します。

���　江別市2条2丁目7－1　　

ドラマシアターども

�����　2月27日（火）～3月

　16日（金）月曜定休

「sichihuku Exhibition'07」
����������	
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����　共働きなどで放課後に

保護者が不在となる家庭の児童

原則小学校1年生～3年生

���

①当別子どもプレイハウス（元町）

　100名

②西当別子どもプレイハウス

　（太美町）60名

��������

4月1日～20年3月31日

平日は放課後から18時、土曜、長

期休業期間は8時30分～18時。

�����

　19年度にプレイハウス保育料を

新設することを検討しています。

詳細は、説明会でお知らせしま

す。

�����

　2月1日から入所申込用紙をゆと

ろ、太美出張所、各プレイハウス

で配布します。

　必要事項を記入のうえ、雇用証

明書等を添えてゆとろ・太美出張

所に提出ください。

�����　2月28日（水）

����　子育て推進課子ども係

　（「ゆとろ」内・�23－3024）
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�　固定資産税を口座振替で納付

　していますが、領収書は無いの

　ですか。

�　町税の納付に口座振替（自動

　払込）を利用されている方には、

　1月中旬に「町税納付済確認通　

知書」を送付しています。

　　18年1年間分の振替額を記載

　しています。

�������

　毎月第2・4木曜日19時30分まで

����　納税課（�23－2341）
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　ごみカレンダーの最後のページ

に表示しているテレビ、冷蔵庫など

の処分方法の中の指定引き取り場

所が次のように変更になりました。

�

（株）鈴木商会札幌東営業所

札幌市東区東雁来262番地

�011－875－3540

�

（株）鈴木商会札幌北事業所

札幌市東区北丘珠5条4丁目4番60号

�011－790－1281
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離婚などで父親と生計を別にしてい

る児童を養育している母子家庭の方

�����　児童が18歳に達し　

た年の年度末まで。

　（心身障がい児は20歳未満）

��������	

20歳未満の重度か中度の心身障が

い児を養育している方

※両手当ともに、一定以上の所得

　がある方は支給停止になる場合

　があります。

���　福祉課福祉係（「ゆとろ」　

　内・�23－3019）

�������

■島田　正彦さん（ビトエ）

平成18年12月30日逝去（83歳）

昭和48年町政功労者賞受賞

経歴　消防団員として、昭和12年

から昭和45年まで33年間に亘り町

政発展のために寄与されました。　

　ご冥福をお祈りいたします。
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口座振替で1年分の保険料を前納すると、納付書（現

金）で前納するよりも割引率が高く、大変お得です。

��������　
　2月5日（月）・26日（月）
　役場1階 住民生活課国保年金係
��������	
��札幌北社会保険事務所）
　2月20日(火)10時～15時　商工会館 

��������	
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国民健康保険の加入や変更などが必要になった場合に

は、届出期限を守り、速やかに手続きをしてください。

���　退職などで職場の健康保険の資格が無くなっ

たときや、健康保険任意継続の期限が来たとき。

�����　14日以内

������　社会保険離脱証明書（職場で交付して

　います。無い場合は、国保年金係まで）・国民健康保

　険被保険者証（家族に国保加入者がいる場合）

���　就職で職場の健康保険に加入したときなど。

�����　14日以内

������　新しい健康保険被保険者証・国民健康

　保険被保険者証

���　住所・氏名・世帯主が変更になったとき

�����　すみやかに　������　国民健康保険被保険者証

�����　厚生年金や共済年金を受給の方で加入期間が20年以

上ある場合は、退職者医療制度適用の保険証への切り替えが必要です。

�����　すみやかに

������　年金証書・国民健康保険被保険者証

割引額
納付方法

1年分6か月分早割制度

2,950円680円納付書

3,490円940円毎月50円口座振替

　口座振替による1年または半年前納（4月～9月分）を

��������	
��������年金手帳か納

付書、通帳の届出印を持参して、金融機関、郵便局、社

会保険事務所、町国保年金係で手続きしてください。

　町教委とシラカンバの会が共催

します。エスキモーの家「イグ

ルー」や、かんじきハイキングが

楽しめます。

���　2月10日（土）9時40分～

11日（日）13時30分（1泊2日）

※イグルー作り体験のみ（10日）

の参加も可

���　当別町災害防止備蓄セン

ター（旧中小屋中学校）

　講演会や交流会を通して女性と

しての役割を確認し、親睦を深め

ましょう。

���　2月27日（火）10時～

���　白樺コミュニティーセンター

����　500円（昼食代込）

���　3月8日（木）13時30分～

���　江別市総合社会福祉セン

ター 2階研修室

���　思春期のこころ～思春期

にある子ども達の心を理解する

����　無料

�����　2月28日（水）

��������　

　江別保健所子ども・保健推進課

精神保健福祉係

　（�011－383－2111）

　町教委では、地域や学校などで

活躍された青少年や文化・スポー

ツの分野で優秀な成績を収めた団

体や個人に「当別町青少年善行賞・

文化賞・スポーツ賞」を贈呈して

います。

　18年度の授与式は下記の日程で

挙行します。

���　2月24日（土）10時～

���　ゆとろ（西町）
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���　小学校4年生以上（大人・

高齢者・親子参加可）

���　25名（申込順）

����　1,500円（食事など）

�������　左記2つとも、参

加希望の方は、事前に町教委社会教

育課（「総合体育館」内・�22－3834）

まで申し込みください。

��������	
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　住民生活課国保年金係（�23－2467）

（平成18年度価格）
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申告受付の地区
日月

13：00～16：309：00～11：30

高岡・太美中央当別太・ビトエ27日火
2月

太美スターライト太美南・獅子内28日水

太美東・太美西スウェーデンヒルズ1日木
3月

太美寿太美北2日金

申告受付の地区
日月

9：00～11：30・13：00～16：30

緑町・東町16日金

2月

六軒町19日月
みどり野・樺戸町20日火
錦町・美里・栄町21日水
春日町・下川町22日木
末広・元町23日金
西町26日月

北栄町5日月

3月

幸町・弥生・旭町・万代町・白樺町6日火
上当別・東裏・東蕨岱・蕨岱町7日水
対雁・川下右岸・川下左岸8日木
金沢・若葉9日金
弁華別・茂平沢・青山・中小屋12日月

��������	
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　当日税務職員は確定申告書の計算を行うのみです
ので「営業不動産」等の収支内訳書や、医療費控除等
の書類は、事前に作成してからお越しください。
　なお、1月広報で「確定申告の際に収支内訳書が作
成されていない場合は確定申告の受け付けをするこ
とができません」と掲載しましたが、収支内訳書の提
出が無い場合も確定申告書をお預かりします。
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　平成18年分所得税の確定申告は、地区ごとに行います。
　この期間は、役場税務課窓口では受け付けをしませんので、申告される方は下記に
より受付日と会場をご確認の上、お越しください。

�����
���������	

　軽自動車税は、4月1日現在の所

有者に課税されます。使用してい

ない軽自動車を所有している方

は、3月31日までに廃車手続きを

行ってください。

　手続きを忘れると、1年分の税

金を納めなければなりませんの

で、ご注意ください。

�������������

役場税務課税務係
�23－2332

・原動機付自転車（125cc未満）
・小型特殊自動車（〈札99〉のナ
　ンバー返却は、運輸支局です）

札幌地区軽自動車協会・�011－768－3955
（札幌市北区新川5条20丁目－20）

・軽4輪自動車
・軽2輪（125cc～250cc未満）

北海道運輸局札幌運輸支局・�011－731－7165
（札幌市東区北28条東1丁目)・2輪小型（250cc以上）

��������	


　申告期限が間近になると、税務

署は大変混雑しますので、申告書

の提出は、早めに済ませましょう。

　申告書は、税務署へ郵送でも提

出できます。この場合は、必ず返

信用封筒に切手を貼って同封して

ください。

��������	
��

国税庁のホームページの「確定申

告書等作成コーナー」は、自書申

告をお手伝いします。��������	
	��

�所得税　2月16日～3月15日

�贈与税　2月1日～3月15日

����������	
���

①送付された申告書・納付書を使

　用してください。

②複写式の申告書は、ボールペン
�����札幌北税務署

　（�011－707－5111）

�個人事業者の消費税・地方消費税

　1月4日～4月2日

2月18日と25日の日曜日は、税務署で

申告の相談と受け付けを行います。

混雑が予想されますので、お早めに

お越しください。

　で強くはっきりと書き、切り離

　さずに提出してください。

③書き損じの申告書は、捨てずに書き

　直した申告書に添付してください。

� ����������������������������������

���
�� � ��������������������������
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　ボランティアセンターが主催

して「防災とボランティア週間」

に合わせ、災害図上訓練を実施し

ました。

　３８名が参加し、大地震がおきた

ときに何を持って逃げるかなど

災害への対応を確認しました。

（1月22日）

���������	
��
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��
▼�橋洋子さんから１０万円
▼三浦　進さんから５万円
▼河野和義さんから５万円
▼新宮孝子さんから５万円
▼津崎良一さんから５万円
▼押野見慎一さんから５万円
▼下村清一さんから５万円
▼杉山博行さんから３万円
▼堀　正一さんから３万円
▼笠田光秀さんから５千円
▼北成グループ婦人会からバスタオ
　ル５枚・バスマット１枚・タオルケッ
　ト６枚・雑巾２０枚・タオル40枚
▼当別町ことぶき大学から雑巾３７
　枚・タオル５５枚
▼斉藤イミさんからタオル６０枚・石鹸４８個
▼匿名の方から５万円・雑巾５０枚

��������	
�
▼当別キリスト福音協会から8,500円

���������������	
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��  3��������������������
��事前に福祉係（�23－3019）まで。

�������（毎月第2・４木曜日)〔２４時間受付   090－2070－5082〕

�� ������������	
��	 ���町社会福祉協議会（�22－2301）

町の顧問弁護士が相談に応じます

　当別小学校では、車椅子の購入

に役立てようとリングプルの回

収を行っています。今回は、活動

の輪を広げようと総合体育館に

回収箱を設置しました。生徒会

長の大江優奈さんは「後輩たちに

もこの活動を続けてほしい」と話

していました。（1月14日）

��������	
�

　交通安全旗500枚が石狩地区骨

材生産協同組合（六角英一代表理

事）から町交通安全推進委員会に

寄贈されました。

　フクロウが描かれた旗はドラ

イバーへの啓発を促すために、町

内の道路などに掲揚されます。

（12月25日）

��������	

①交差点とその付近
　特に滑りやすく追突事故に注意
②細かい凹凸、浅いわだちのある
　所での横滑りに注意。減速して
　走行しましょう
③路面状況を見て慎重に運転

�������������

+11102113� �

－121�����

+31140171�����
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町政功労者逝去

No.340
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必要
Ａ ９日 金　13：0０～15：００　ゆとろ
Ｂ ２2日 木　13：0０～15：００　歯プラ

���������	
��
�
�
�
�
�
�
�

必要14日 水 9：3０～１４：００　ゆとろ��������	

対象者へ
個別通知

  5日 月　ゆとろ
受付１３：００～１４：００

���������

���

23日 金　西コミ
受付１３：００～１４：００

�����

������

必要４０歳以上の方
右記町内医療機関にて受診������

�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

必要
保健師や栄養士が相談に応じます。
21日 水 9：３０～１１：３０　ゆとろ

����

必要
健康チェック日　　20日火
健康プラン相談会　23日金
９：３０～１１：３０　総合体育館

��������

必要
脳卒中、神経難病などにより、
体や言葉に不自由さがある方
  7日 水　１０：３０～１４：３０　ゆとろ

������

必要
外出機会の少ない高齢者対象
28日 木　１０：００～１３：００　ゆとろ

���

必要
外出機会の少ない高齢者対象
16日 金　１０：３０～１４：３０　西コミ

�������

必要
1・2日 木・金　７：３０～９：３０　ゆとろ
1・2日 木・金　９：００～９：１５　ゆとろ

�����

�������

�個別接種は下記医療機関にて接種ください。
�持ち物　母子健康手帳。
�事前に予防接種ガイドブックを読みましょう。

������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

�����������

生後６カ月
未満

5日月　ゆとろ
１４：００～１４：３０

ＢＣＧ

� � � � � �

������

場所時間日にち内　容場所時間日にち内　容
ゆとろ14：00～ 5日（月）ＢＣＧ予防接種女性がん検診　　　1・2日(木・金)　7：55～　ゆとろ

ゆとろ13：00～    6日（火）マタニティースクールＣゆとろ10：00～2日(金)検診結果説明会

ゆとろ10：30～    7日（水）リハビリ教室  ゆとろ13：00～5日(月)4か月・10か月児健診
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� � � � 予防接種実施

2
3 月生活にｐｌｕｓ！ 健康ひろば健康ひろば 2 月生活にｐｌｕｓ！

�����

�������　心の悩みについて専門医が相談
　　　　　　　  　　　22日木　１３：30～１６：００　ゆとろ
��������  江別保健所（�０１１－３８３－２１１１）
　

� � �　　　お酒で悩んでいる方とその家族
　　　　　　　  毎月第１・第３月曜日　
　　　　　　　  １８：００～２１：００　ゆとろ
���������日中は江別保健所（�０１１－３８３－２１１１）
　　　　　　　  夜間は工藤（�２２－２５１０）

広　告
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ボランティアの 窓
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　健康でいる時ほどついつい後回しにしがちなのが

自分自身の健康管理です。

　胃・肺・大腸・子宮・乳の5種類のがん検診と骨粗

しょう症を受診できますので、申し込みください。

　子宮・乳がん検診は、隔年の受診となります。

��������	
������

����　3月1日（木）・2日（金）

�����　ゆとろ

�����　7時55分～8時10分

��������	
����

�����　3月末日まで

�����　8時30分～11時　13時～14時

　・胃がん検診は午前中のみ　・土日の受診は隔週

�����　北海道対がん協会札幌検診センター

　　　　　　（札幌市東区北26条東14）

���������	
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　福祉課保健サービス係　（「ゆとろ」内・�23－2346）

���������

1,40035歳～胃がん検診
40040歳～肺がん検診（レントゲン）
700必要者　　〃　　（喀たん検査）
60040歳～大腸がん検診
1,60020歳～子宮がん検診（頸部）
700必要者�       〃         （体部）
2,00040～49歳（２方向）乳がん検診
1,70050歳～（1方向） (視触診とマンモグラィー )
40030～59歳骨粗しょう症検診

婦人科超音波検査を希望の方は、ご相談ください。
生活保護を受けている方は無料。

広　告
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　若い農業者が集まって横の連携を

作り、養豚業をＰＲしていこうと、

去年10月に北海道養豚生産者協会青

年部を設立しました。

　全道の若手や後継者が交流し、豚

の病気予防など、飼育に対する情報

交換をすることで、若手の中から生

産への意識を高めることができれば

と考えています。

　私は、安全安心な豚をお客さんに

届けたいと考えています。

　ＳＰＦとは、特定の病原菌を持たな

いという意味で、清潔な豚舎で飼育

し、抗生物質などを極力投与しませ

ん。このため、食の安全安心を確保で

き、肉質が柔らかいのが特徴です。

　ＳＰＦ豚の飼育を始めたきっかけ

は、雪害で豚舎を壊してしまったこ

とです。

　新しく生産計画を立てなければな

らなくなったのですが、どうせやる

ならお客さんに安心して食べてもら

える豚を育てようと思い、平成12年

から挑戦を始めました。

　それまでは、農場に訪問して来た

人とは、豚舎の中でも話していまし

たが、衛生状態を保つため、部外者

を入れなくするなど、新しいルー

ル、環境を作ることで、苦労もあり

ました。

　消費者のみなさんには、ＳＰＦ

ポークを食べて、是非、豚肉本来の

美味しさを味わってほしいです。

　町内で畑作と畜産が循環する農業

を進めていきたいと考えています。

　豚肉の学校給食への提供のほか、

堆肥を町内の農家へ卸したり、飼料

に当別産小麦の使用をしています。

　畑作と畜産がお互いに協力し合

い、当別のブランドとして売り出す

ことが出来れば、もっと当別産の知

名度が上がると思います。

　農業によって当別が有名になり

「当別には浅野農場があるよね」と言

われるような美味しい豚を育てて行

こうと思います。
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�����������1月1日現在�
                             （　）は前月との比較
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　気合を込め刀を振り入れる真剣な表情。

　よろいに供えた鏡餅を食べ、その年の

円満を祈った武士の慣習にあやかって、

一年元気に稽古ができるように願いを込

め、切った餅をお雑煮にして食べました。

（1/22　当別剣道連盟鏡開き）


